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はじめに 
 
  
 
電子ペーパーは最近、我々の生活の中に入ってきており、目にすることが多くなってきた。2004
年は電子書籍端末が、松下電器産業、ソニーから発売され、電子書籍コンテンツの市場拡大とあいま
って注目されることとなった。ただし、最近では若者層を中心に携帯電話での電子書籍コンテンツの
ダウンロードをする傾向も増えており、今後は専用端末の市場拡大もさることながら、情報機器との
リンクを想定した、巻物型やシート型の電子ペーパーをはじめ、さまざまな場面で、新たな電子ペー
パー需要が拡大してゆくものと考えられる。 
 
それを裏付けるように、今回の調査でビジネスマンを中心にアンケート調査を実施したところ、Ｐ
Ｃ・ケータイ連携のペーパーライクディスプレイに対して回答者の２/３が強い関心を示しているこ
とが分かった。 
 
今年は冬季オリンピックの年であり、何かと液晶やプラズマなどの大画面テレビに関心が集まりや
すい今日であるが、ここにきて、各社の電子ペーパーのカラー化の進展や、交通機関等における広告
表示などの実証実験が盛んとなってきており、２００６年は需要家サイドにとって、電子ペーパー導
入が大きく進展する話題の年となってきつつあるといえる。 
 
実際の需要意向では、たとえば、「中吊り広告で利用して紙の張り替えをなくしたい」(鉄道会社)、
「高コストである遠隔地への配達が不要になる」(新聞社)、「手軽にデザインが変えられる POP広告
が可能になる」(小売業)、「ICカードの残額表示にすぐ使いたい」 (カード会社)、「電子カンバンに
より物流の効率化が図れる」(物流業)、「電子チケットなどお客様サービスの向上に役立てられる」(ア
ミューズメント会社)、、、というように、電子ペーパー開発企業の中には、こうした確かなニーズを
キャッチしている企業もあり、量産化体制へ向けて水面下で主要各社が動きつつ状況である。 
 
電子ペーパーの現在は、ディスプレイデバイス全体市場において、２０１０年から２０１１年にか
けて、やっと、１％程度の市場規模になる程度のまだまだ研究開発途上、市場黎明期にある製品であ
る。しかしながら、2005年 5 月、ソニー、米 E Ink 社はともに、米国ボストンで開催されたディス
プレイの国際学会 SID 2005で金賞を受賞した。たとえ両社に直接関係なくても、これは、最先端技
術へのチャレンジを評価されたものと、電子ペーパービジネスに取り組む関係者全員への未来への意
味あるシグナルと受け取ることができよう。 
 
当調査では、中吊り広告、電子値札、ＰＯＰといったアプリケーションに着目しているが、中でも
電子新聞、電子雑誌、電子書籍、それにつながる電子コンテンツ市場の新潮流を調査することで、こ
れら製品サービスの未来展開が極めて明るいものがあると、認識するにいたった。 
 
電子ペーパーは、紙のように扱える新しい電子メディアとしてさまざまな応用可能性があり、来る
べきユビキタス未来社会の中において、新市場を創造し、未来を創造していくにふさわしい可能性を
秘めているといえる。当調査では、テクノロジーの進化と応用開発に着眼、企業サイド、需要、ユー
ザーの動向を重ね合わせることで、市場全体の未来をとらえた。当調査報告書が、貴社の研究開発、
事業化推進の一助となれば幸いである。 
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                  【調査概要】 
1.調査テーマ 

  
電子ペーパー応用システム製品の開発動向と市場規模予測、需要動向に関する調査 

－ 次世代電子ペーパーの開発動向、モバイルディスプレイの可能性と展望 - 

 【調査報告書】 

 

2.調査のポイント 
▼電子ペーパーの具体的なビジョンを電子新聞の開発を例にとって考えると、下図のように、現在は、現行
技術の組み合わせで、情報の入出力としてメモリーメディア、ＵＳＢを使い、表示パネルとしては、Ａ５サ
イズ、見開きＡ４、反射型モノクロ表示、といった開発レベルであるが、これが、３年後には、フレキシブ
ル（フィルム）ディスプレイを使い、反射型カラー表示、情報の入出力、無線ＬＡＮ、というレベルに進化
する。さらに、その後は、ユビキタス環境のもとで、ブロードバンド無線ＷＡＮを使い、Ａ４サイズ（見開
きＡ３）、動画対応、ロールタイプ、といったレベルに達すると考えられている。アンケート調査ではペー
パーライクディスプレイへの強いニーズ関心が明らかになった（右下図）。 

 

Ａ５サイズ
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▼ 市場黎明期ながら、２０１０年以降の本格市場展開へ向けて動き出した電子ペーパー市場 

 
■ 調査スケジュール      2005年11月1日～2006年1月27日 
■ 調査担当 
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